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介
護
保
険
法
改
定
の
全

面
実
施
か
ら
１
年
。
身
体
や

生
活
の
状
態
は
変
わ
ら
な
い

の
に
、
多
く
の
人
が

要
介

護
１

か
ら

要
支
援

に

変
わ
っ
た
。
利
用
者
の
生
活

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
保
障

さ
れ
て
い
る
の
か
。
介
護
ベ

ッ
ド
な
ど
福
祉
用
具
の
、
介

護
度
に
よ
る
一
律
的
な
取
り

上
げ
を
行
わ
ず
、
保
険
制
度

で
利
用
で
き
な
い
場
合
の
市

独
自
補
助
の
制
度
化
を
。
医

療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の
連

携
を
と
っ
て
、
地
域
の
高
齢

者
の
生
活
を
総
合
的
に
支
え

る
拠
点
と
し
て
創
設
さ
れ
た

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

だ
が
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
作
成
だ
け
で
手
一
杯

で
、
本
来
の
機
能
が
発
揮
さ

れ
て
い
な
い
。
セ
ン
タ
ー
の

充
実
と
体
制
整
備
を
。

保
健
福
祉
部
長

特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
に
つ

い
て
は
厳
し
い
待
機
状
況
で

あ
る
。
他
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
利
用
者
の
要
求
に
そ

っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
さ
ら
に

実
態
を
把
握
す
る
。
福
祉
用

具
の
市
独
自
補
助
の
制
度
化

は
考
え
て
い
な
い
。
人
材
の

課
題
も
含
め
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
の
機
能
充
実
に
努
め
る
。

障
害
者
自
立
支
援
法
が

導
入
さ
れ
１
年
。
京
田
辺
市

に
お
け
る
利
用
者
と
地
域
生

活
支
援
事
業
の
現
状
と
問
題

点
に
つ
い
て
。
生
活
し
て
い

く
の
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
利

用
が
多
い
人
ほ
ど
重
い
負
担

と
な
る

応
益
負
担

の
撤

回
を
市
と
し
て
も
国
に
求
め

る
べ
き
。

同
志
社
国
際

小

学

校

同
志
社
大
学
文
系
学
部

の
移
転
時
期
や
移
転
方
法
は
。

市
民
部
長

平
成

年
に

今
出
川
に
あ
る
同
志
社
中
学

校
の
移
転
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
跡
地
等
を
利
用
し

て
平
成

年
度
ま
で
に
段
階

的
に
文
系
学
部
の
今
出
川
移

転
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

文
系
学
部
が
移
転
す
る

と
、
地
元
の
商
工
業
者
や
マ

ン
シ
ョ
ン
経
営
者
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
最
小

限
に
食
い
止
め
る
努
力
を
。

ま
た
、
大
学
が
あ
る
こ
と
の

経
済
効
果
を
試
算
す
る
た
め

に
も
、
学
生
の
生
活
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
く
べ
き
。

市
民
部
長

個
別
事
案
へ

の
対
応
は
考
え
て
い
な
い
が
、

増

富

理
津
子

議
員
（
共
産
党
）たくさんの生徒が通学する同志社国際

中学校、高校

小

林

喜
代
司

議
員
（
一
新
会
）

南

部

登
志
子

議
員
（
緑
政
会
）

河

本

隆

志

議
員
（
民
主
党
）

保
健
福
祉
部
長

現
在
の

と
こ
ろ
施
設
退
所
や
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
控
え
は
見
ら
れ
な

い
。
地
域
生
活
支
援
事
業
の

利
用
も
順
調
に
さ
れ
て
い
る

が
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
少

な
く
、
財
源
の
確
保
が
大
き

な
課
題
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に

基
づ
く
基
本
構
想
作
成
へ
の

と
り
く
み
は
。
近
鉄
新
田
辺

駅
東
口
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
に
つ
い
て
、
今
後
の
市

の
方
針
は
。
高
齢
者
や
障
害

者
の
方
も
安
心
し
て
利
用
で

き
る
歩
道
の
改
善
を
。

建
設
部
長

基
本
構
想
の

必
要
性
を
考
え
、

年
度
ま

で
に
作
成
。
近
鉄
に
引
き
続

き
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
要
望
。

デイサービスで流しそうめんを楽しむ高齢者
（九十九園）

学
部
新
設
や
授
業
編
成
な
ど

で
、
本
市
に
通
う
学
生
数
が

減
ら
な
い
よ
う
大
学
に
要
請

す
る
と
と
も
に
、
学
生
が
住

み
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、
移
転

に
よ
る
影
響
が
少
な
く
な
る

よ
う
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

生
活
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
一

つ
の
基
礎
デ
ー
タ
、
基
礎
資

料
に
も
な
る
の
で
、
必
要
性

を
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

同
志
社
国
際
小
学
校
の

開
校
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

本
市
も
そ
の
候
補
地
に
挙
が

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
受
け

入
れ
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
民
部
長

国
際
中
学
校
、

高
校
と
の
一
貫
教
育
と
い
う

観
点
か
ら
も
本
市
内
で
の
設

置
を
強
く
要
望
し
た
と
こ
ろ
。

南
部
地
域
に
お
い
て
は
、

路
線
バ
ス
の
本
数
の
減
少
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
等
が
あ
っ
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
望

む
声
が
特
に
強
い
。
具
体
的

な
検
討
と
協
議
会
の
設
置
を
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

新
市
長
当
選
後
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
等
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
積
極
的
な
検
討
を
進

め
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
の
で
、

今
年
度
中
に
本
格
的
な
検
討

に
着
手
し
て
い
き
た
い
。

市
内
全
域
を
総
点
検
し
、

必
要
な
箇
所
に
防
犯
灯
の
設

置
を
行
っ
て
い
く
べ
き
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

地
元
自
治
会
や
区
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
通
学
路
や
人
通

り
の
多
い
と
こ
ろ
を
優
先
的

に
増
設
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

山
手
幹
線

開
通
時
に

山
手
幹
線
は
平
成

年

３
月
に
多
々
羅
ま
で
開
通
す

歩行者、通行車両が多い府道八幡木津線

る
予
定
で
あ
る
。
現
在
の
府

道
八
幡
木
津
線
の
薪
地
区
か

ら

同
志
社
前
駅
の
間
は
、

特
に
道
路
の
幅
も
狭
小
で
あ

る
が
、
通
行
車
両
も
通
行
す

る
人
も
非
常
に
多
く
、
し
か

も
通
学
、
通
園
道
路
で
も
あ

り
非
常
に
危
険
な
状
況
で
あ

る
。
山
手
幹
線
開
通
時
に
は

大
型
車
の
通
行
を
規
制
し
て

市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
が
市
の
考
え
は
。

副
市
長

八
幡
木
津
線
の

狭
小
な
部
分
は
確
か
に
、
安

心
し
て
歩
け
な
い
、
危
険
を

感
じ
つ
つ
歩
い
て
い
る
箇
所

も
多
く
あ
り
、
安
全
に
通
行

で
き
る
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

交
通
規
制
を
実
現
す
る
た

め
に
は
交
通
の
流
れ
、
全
体

的
な
こ
と
を
考
え
て
お
く
こ

と
も
重
要
で
あ
り
、
開
通
後

の
交
通
の
流
れ
も
勘
案
し
な

が
ら
、
早
い
段
階
か
ら
公
安

委
員
会
と
相
談
し
て
い
き
た

い
。

片
町
線
は
輸
送
力

増
強
に
伴
い
京
田
辺
木
津
間

を
７
両
編
成
化
の
工
事
が
２

０
１
０
年
に
完
成
の
計
画
で

あ
る
。
こ
の
際
、
以
前
か
ら

多
く
の
市
民
の
強
い
要
望
の

出
て
い
る
始
発
と
最
終
電
車

を
、
市
の
中
心
市
街
地
で
あ

る
京
田
辺
駅
ま
で
の
延
長
と

田
辺
区
の
信
楽
街
道
踏
切
と

興
戸
区
の
第
２
和
井
田
踏
切

の
拡
幅
、
整
備
を

と
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

京
田
辺
駅
の
自
由
連
絡
通

路
の
市
の
管
理
負
担
の
件
、

三
山
木
駅
高
架
に
伴
い

廃
止
さ
れ
た
踏
切
の
件
等
、

過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
後
送

り
し
た
案
件
が
な
か
っ
た
か

等
を
十
分
検
討
し
て
取
り
組

み
、
多
く
の
市
民
の
要
望
に

応
え
て
行
く
べ
き
で
あ
る
と

思
う
が
市
の
考
え
は
。

副
市
長

今
後
具
体
的
に

大
阪
支
社
と
折
衝
に
当

た
る
。
沿
線
の
市
町
で
構
成

す
る
期
成
同
盟
会
で
は
木
津

ま
で
要
望
し
て
い
る
が
段
階

的
に
途
中
の
駅
ま
で
、
と
い

う
手
法
は
当
然
で
あ
り
当
面

京
田
辺
駅
ま
で
の
延
長
の
要

望
活
動
を
続
け
た
い
。
踏
切

の
拡
幅
に
つ
い
て
は
経
費
も

土
地
も
提
供
す
る
と
言
っ
て

も
出
来
な
い
。

の
本
心

を
聞
き
つ
つ
引
き
続
き
粘
り

強
く
交
渉
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
。

来
庁
者
用
及
び
勤
務
者
双

方
が
利
用
で
き
る
ベ
ビ
ー
ル

ー
ム
、
障
が
い
者
対
応
施
設

の
検
討
を
。

各
保
育
所
の

増
築
、
定
員
増
員
に
伴
い
、

保
育
士
の
補
助
を
す
る
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
増
員
す

る
考
え
は
。

国
で
は
育
児

休
業
を
推
進
し
て
い
る
が
現

場
で
は
育
児
休
業
に
入
る
代

わ
り
の
職
員
を
見
つ
け
る
こ

と
が
大
変
困
難
で
あ
る
。
市

の
考
え
と
今
後
の
対
応
策
は
。

総
務
部
長

現
状
で
は

設
置
ス
ペ
ー
ス
や
人
員
体
制
、

安
全
面
を
確
保
す
る
課
題
が

あ
り
早
期
対
応
は
難
し
い
が
、

将
来
的
に
必
要
と
な
る
大
規

模
改
修
を
見
据
え
た
中
で
対

ベビールームが設置されている
アル・プラザ京田辺店

応
を
検
討
す
る
。

保
育

士
の
確
保
は
非
常
に
難
し
い
。

保
育
士
の
賃
金
の
改
正
も
大

事
と
考
え
、
平
成

年
４
月

１
日
に
賃
金
改
正
を
行
っ
た
。

働
く
環
境
の
整
備
を
し
て
い

く
と
と
も
に
、
働
い
て
い
た

保
育
士
に
も
意
見
を
聴
き
な

が
ら
保
育
士
の
確
保
に
努
め

て
い
き
た
い
。

保
健
福
祉
部
長

代
替

の
職
員
を
速
や
か
な
配
置
が

で
き
る
よ
う
に
さ
ら
に
努
め

て
い
く
。

通
学
路
に
つ
い
て
。

府
道
八
幡
木
津
線
の
交
通
量

増
加
に
よ
り
、
危
険
な
場
所

が
存
在
す
る
が
、
ハ
ー
ド
面

や
建
設
面
、
ま
た
は
迂
回
す

る
と
い
っ
た
安
全
対
策
は
。

山
手
幹
線
道
路
開
通
に
伴

い
、
通
学
路
に
標
識
や
看
板

等
、
道
に
印
を
つ
け
る
と
い

っ
た
考
え
は
。

教
育
部
長

京
都
府
へ

要
望
し
て
い
る
が
、
進
展
し

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
今

後
と
も
安
全
指
導
の
徹
底
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

建
設
部
長

看
板
等
の

設
置
に
つ
い
て
は
教
育
委
員

会
と
十
分
協
議
を
し
て
、
効

果
的
な
方
法
が
あ
れ
ば
対
処

し
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

今
年
度
中
に
本
格
的
な
検
討

予
定
に
つ
い
て
。

副
市
長

原
則
的
に
は
導

入
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
総
合
的
に
よ
く
審

査
し
、
市
民
の
方
々
の
ニ
ー

ズ
が
本
当
に
ど
こ
に
あ
る
の

か
を
調
査
し
て
、
具
体
的
な

検
討
に
入
り
た
い
。

年（平成 年） 月 日


